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第１章 流域の自然条件 
 

1-1 河川・流域の概要 

安倍
あ べ

川
かわ

は、その源を静岡
しずおか

県静岡市と山梨
やまなし

県南巨摩
みなみこま

郡早川
はやかわ

町の県境に位置する大谷嶺
おおやれい

（標高

2,000ｍ）に発し、山間部を流れ中河
な か ご

内
うち

川等の支川を合わせながら南流し、静岡平野を形成す

る扇状地に出て藁科
わらしな

川を合わせ、静岡市街地を貫流し、さらに河口付近で丸子
ま り こ

川を合わせ駿河
す る が

湾に注ぐ、幹川流路延長 51㎞、流域面積 567㎞ 2の一級河川である。 

安倍川流域は、静岡県中部に位置し、県都静岡市１市に含まれ、流域の土地利用は、山地

等が約 93％、水田や茶畑等の農地が約３％、宅地等市街地が約４％となっている。下流には

我が国の根幹をなす国道１号、ＪＲ東海道新幹線などの交通網や政治、経済、教育、文化、

情報など中枢管理機能が集積しており、静岡市を中心とする静清庵
せいせいあん

地域における社会・経済・

文化の基盤をなしている。 

流域内において「しずおか水を育む

森 50 選」に３地区が選定されるなど、

豊かな自然環境を有するとともに、水

質は良好で、伏流水が水道用水、工業

用水等に利用されている。 

多数の崩壊地を抱える上流部は、植

林されたスギ等の針葉樹林とシデ等の

落葉広葉樹林で構成され、クマタカを

はじめニホンカモシカ、ホンドモモン

ガ等の動物が生息し、渓流には、アマ

ゴ、カジカ等が生息している。 

山間部を流れる中流部は、スギ、ヒ

ノキ等の人工林が多く、河岸にはコナ

ラ群落、シイ、カシなどの樹林が連続

している。魚類では、アユ、オイカワ

などが生息している他、洪水による河

床変動を受ける川原にはヤナギ類が点

在し、ツマグロキチョウ等の昆虫類が

確認されている。 

網状河川となる下流部は、洪水時には河床や流路が大きく変動するため河道内の樹木は少

なく、流水が伏没する区間も見られ、河床や流況が不安定であることから生物相は豊かでは

ないが、砂礫地に営巣するコアジサシやチドリ類等が確認されている。 

また、安倍川は、弥生時代後期の生活様式、農耕文化を今に伝える登呂遺跡に見られるよ

うに、古来から人々に豊かな恵みの水を与えてくれる母なる川であった。 

図－1.1 安倍川流域図 

＊）ａ～ｃは、安倍川
流域内の「しずおか水
を育む森 50 選」選定
地区を示す。 
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1-2 地形 

安倍川は、その源を静岡県静岡市大谷嶺
おおやれい

（標高 2,000ｍ）に発し、本川が流域の東側に偏っ

て流れているため、中河内
な か ご う ち

川・足
あし

久保
く ぼ

川・藁科
わらしな

川などの大きな支川はいずれも右岸側から流

入し、左岸側からは短小な急流支川が流入するのみである。 

流域の東側にある山稜は、ほぼ南北の直線状に連なる急峻な山地で、北から南へ十枚山
じゅうまいさん

（1,726ｍ）・真冨士山
ま ふ じ や ま

（1,343ｍ）・文珠岳
もんじゅだけ

（1,041ｍ）と次第に低くなり、文
もん

珠
じゅ

岳
だけ

から南で急

に高度を減じ、静岡平野に至っている。流域の西側にある山稜は、笹山
ささやま

（1,763ｍ）・勘
かん

行
ぎょう

峰
みね

（1,450ｍ）が北から南にかけて伸び、勘
かん

行
ぎょう

峰
みね

からは天狗石山
てんぐいしやま

（1,366ｍ）へと南西方向に伸

びている。 

安倍川の河岸沿いの地形は、上流部に大谷
お お や

崩
くずれ

の形成と関係のある砂礫段丘が発達している

が、孫佐島
まごさじま

より下流は、概ね埋積谷の状態となっている。牛妻
うしづま

より下流では、谷底平地が出

現し、さらに下流に至ると扇状地性の静岡平野が開け、海岸に流出した土砂は静岡・清水海

岸を形成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1.2 安倍川流域の地形 
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図－1.3 安倍川鳥瞰図 
「Ａｇｅｎｃｙ/ＡＲＴＢＡＮＫ Ｐｒｏｄｕｃｔ/
ＳＨＡＳＨＩＮＫＡＧＡＫＵ」 
（承認番号 平９総使第５３号より転載） 

静岡海岸 

清水海岸 
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1-3 地質  

流域の地質は、日本の地質構造上からみると、西南日本外帯の最東端に位置している。 

西南日本と東北日本とを分ける糸魚川
いといがわ

－静岡
しずおか

構造線は、流域の北部では東縁分水界の十枚山
じゅうまいさん

から文珠
もんじゅ

岳を連ねる山稜のわずかに東を南東に走り、南部では賤機
しずはた

山の東側に出ている。こ

の構造線から東の部分はフォッサマグナと呼ばれる大きな地溝帯に当たり、主として新第三

紀か第四紀に属する地層岩石が分布している。一方、この線から西は、より古い古第三系か

ら古生界に属する地層が分布している。 

安倍川の流域の大部分を占める瀬戸
せ と

川層群は、主に砂岩・頁岩およびこれらの互層からな

り、凝灰
ぎょうかい

岩・チャート・石灰
せっかい

岩・玄武
げ ん ぶ

岩・班
はん

れい岩・輝緑
きりょく

岩・蛇紋
じゃもん

岩も含んでいる。その堆

積時代は、貝化石から斬新世

中期（３千万年以前）、浮遊性

有孔虫化石から始新世～暁新

世（約６千万年以前）とされ

ている。 

瀬戸川層群の西側にある

三倉層
みくらそう

群は中生界と考えられ

ており、糸魚川－静岡構造線

の西に位置し、これに平行す

る２本の逆断層、すなわち

十枚山
じゅうまいさん

付近を通る十枚山
じゅうまいさん

構

造線と安倍川上流の大谷崩の

西を通る笹山
ささやま

構造線で瀬戸川

層群に衝上している。 

これらの地層は、赤石
あかいし

山地

東南縁の地域から西南日本

（静岡県西部・紀伊半島南

部・四国南部・九州南部にか

けての地域）へと連なってお

り、いずれも半深海から浅海

にたまった厚い堆積物で、一

般的には四万十帯という名

で知られている。 

瀬戸川層群・三倉層
みくらそう

群とも十枚山
じゅうまいさん

構造線と笹山
ささやま

構造線の横ずれ運動によって、著しく破砕

を受けているため、風化しやすく、かつ壊れやすい地層となっている。このような地質のた

め、山地崩壊をひきおこす有力な要因になっていると考えられる。また、このような地質の

永い間の侵食によって安倍川の深い谷が形成されたものと思われる。 

砂岩・泥岩・砂岩泥岩互層・緑色岩

砂岩優勢砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

緑色岩

石灰岩

砂岩・泥岩・砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

緑色岩

瀬戸川層群・東牟婁層群

三倉層群・犬居層郡

図－1.4  安倍川流域地質分布図 
（出典：「中部地方土木地質図 解説書」中部地方土木地質図編纂委員会 

（財）国土開発技術研究センター発行） 
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1-4 気候・気象 

安倍川流域の気候は、表日本式太平洋岸型気候の特徴を示しており、全国的に見ても温暖

な気候条件である。しかし、海岸に近い下流域の平野部に比べ、上流域の山間部は気温の格

差が大きく、冬季の寒冷、夏季の昇温が目立つ内陸性気候であり、夏季の強雨が目立つとこ

ろでもある。 

安倍川流域は黒潮の影響をうけ、平野部の平均気温は 16℃程度で、冬季の日照時間も多く、

極めて温和なところである。 

また、平野部の年間平均降水量は 2,200 ㎜程度であるが、上流域の年間平均降水量は 2,800

㎜を越えており、多い年には 5,000 ㎜以上を記録したこともある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
図－1.4　　安倍川流域総雨量経年変化図
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　　　　　　図－1.5　　安倍川流域の月平均気温の変化
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下流域年間平
均気温：16.3℃

図－1.5 

図－1.6 
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      図－1.7 安倍川流域の年平均降水量分布図 
（出典：「しずおかの河川・海岸」平成 12 年３月 静岡県土木部河川砂防総室） 

（単位：㎜） 
気象管署：平年値 1961～1990年 
アメダス地点：準平年値 1979～1990年 
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